
原発回帰へアクセル、福島の教訓を忘れたのか！ 

国のエネルギー政策の方向性を示す新しい「「「「エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー基本計画」基本計画」基本計画」基本計画」のののの素案（経済産業省）素案（経済産業省）素案（経済産業省）素案（経済産業省）は原発事故後政権が維持

してきた従来の「「「「原発依存度原発依存度原発依存度原発依存度をををを可能可能可能可能なななな限限限限りりりり低減低減低減低減する」とのする」とのする」とのする」との文言文言文言文言がががが削除削除削除削除され、原発原発原発原発をををを再生エネルギーとともに「「「「最大限最大限最大限最大限

活用活用活用活用するするするすることがことがことがことが極極極極めてめてめてめて重要重要重要重要」」」」とととと明記明記明記明記し、原子炉建設推進原子炉建設推進原子炉建設推進原子炉建設推進ができるとしました。（朝日新聞２０２４．１２．１８） 

原発事故原発事故原発事故原発事故はははは終終終終わっていないのに・・・わっていないのに・・・わっていないのに・・・わっていないのに・・・原発事故で政府が出した 「 「 「 「原子力緊急事態宣言」原子力緊急事態宣言」原子力緊急事態宣言」原子力緊急事態宣言」

はははは解除解除解除解除されずされずされずされず、福島では今なお、７７７７市町村市町村市町村市町村でででで避難指示避難指示避難指示避難指示が続き、２２２２万５千人以上万５千人以上万５千人以上万５千人以上がががが避難生活避難生活避難生活避難生活を送

っています。避難中の浪江町南津島の津島訴訟団原告の三瓶さんの証言、「自宅は地震の被害

は余りなかったが避難中避難中避難中避難中にににに湿気湿気湿気湿気とととと野生動物野生動物野生動物野生動物にににに荒荒荒荒らされらされらされらされ、見るも無残だ。」 （２０２４．７筆者見学）    

被曝者訴訟における司法崩壊、「国の責任なし」の最高裁判決のコピペ判決が全国で続く 

２０２２年６月１７日「国「国「国「国のののの責任責任責任責任なし」としたなし」としたなし」としたなし」とした初初初初のののの最高裁判決最高裁判決最高裁判決最高裁判決のののの後後後後はははは右右右右にならにならにならにならええええ

でででで、、、、全国全国全国全国のののの地方・高裁地方・高裁地方・高裁地方・高裁のののの判決１３件判決１３件判決１３件判決１３件すべてすべてすべてすべてがががが国国国国のののの責任責任責任責任をををを認認認認めめめめずずずずとなりました。それそれそれそれ

までは「までは「までは「までは「国国国国のののの責任責任責任責任あり」のあり」のあり」のあり」の判決判決判決判決がががが地方裁９件、高裁３件地方裁９件、高裁３件地方裁９件、高裁３件地方裁９件、高裁３件だったのにもだったのにもだったのにもだったのにも関関関関わらずわらずわらずわらずです。

神奈川県への避難者が提訴した福島原発福島原発福島原発福島原発かながわかながわかながわかながわ訴訟訴訟訴訟訴訟でもでもでもでも横浜地裁判決（２０１９）

では国の責任を認めたのに２０２４年１月の東京高裁判決東京高裁判決東京高裁判決東京高裁判決はははは国国国国のののの責任責任責任責任をををを否定否定否定否定するするするする逆逆逆逆

転判決転判決転判決転判決が下されました。正正正正にににに原発被災者原発被災者原発被災者原発被災者はははは故郷故郷故郷故郷やややや命命命命やややや生活生活生活生活をををを奪奪奪奪われたままなのか！われたままなのか！われたままなのか！われたままなのか！    

岸田政権は最高裁判決を待っていたかのように「「「「GXGXGXGX 法案」法案」法案」法案」をををを強行強行強行強行し、し、し、し、原発回帰政策原発回帰政策原発回帰政策原発回帰政策に舵を切りました。正に三権分三権分三権分三権分

立立立立のののの崩壊崩壊崩壊崩壊です。その背景背景背景背景にはにはにはには深深深深くくくく結結結結びついたびついたびついたびついた電力会社、政府、最高裁判所電力会社、政府、最高裁判所電力会社、政府、最高裁判所電力会社、政府、最高裁判所そしてそしてそしてそして巨大法律事務所巨大法律事務所巨大法律事務所巨大法律事務所とのとのとのとの人脈人脈人脈人脈的的的的癒着癒着癒着癒着があがあがあがあ

るるるるとのことです。原発事故原発事故原発事故原発事故はははは国策国策国策国策としてとしてとしてとして原発原発原発原発をををを推進推進推進推進したしたしたした国国国国のののの責任責任責任責任です。 「 「 「 「司法司法司法司法のののの劣化」劣化」劣化」劣化」にににに歯止歯止歯止歯止めめめめをかけられるのはこの

国の主権者主権者主権者主権者であるであるであるである私私私私たちたちたちたちです。２０２４年６月１７日最高裁判決最高裁判決最高裁判決最高裁判決にににに抗議抗議抗議抗議して９００して９００して９００して９００名超名超名超名超の「の「の「の「人間人間人間人間のののの鎖」鎖」鎖」鎖」をををを作作作作ってってってって「「「「司司司司

法法法法のののの独立、独立、独立、独立、どこどこどこどこ行行行行った！」とった！」とった！」とった！」と怒怒怒怒りりりりをををを持持持持ってってってって最高裁最高裁最高裁最高裁をををを囲囲囲囲みました。みました。みました。みました。判決判決判決判決をををを覆覆覆覆すためにすためにすためにすために署名署名署名署名にごにごにごにご協力協力協力協力をお願いいたします。 

NHNHNHNHKKKK スペシャル「スペシャル「スペシャル「スペシャル「封封封封じられたじられたじられたじられた第４第４第４第４のののの被被被被ばく—ばく—ばく—ばく—なぜなぜなぜなぜ夫夫夫夫はははは死死死死んだのか」んだのか」んだのか」んだのか」（２０２４．９．１５放映） 

妻妻妻妻のののの永野澄子永野澄子永野澄子永野澄子さんはさんはさんはさんは平塚市平塚市平塚市平塚市在住在住在住在住だった！だった！だった！だった！⇒２⇒２⇒２⇒２.1.1.1.1（土）（土）（土）（土）14141414 時時時時平塚平塚平塚平塚市民活動市民活動市民活動市民活動センターセンターセンターセンターでででで DVDDVDDVDDVD 上映上映上映上映    

「第４の被ばく」というのは１９４５年の「広島」「長崎」原爆投下「広島」「長崎」原爆投下「広島」「長崎」原爆投下「広島」「長崎」原爆投下、その９年

後１９５４年に遠洋漁業マグロ漁船第五福竜丸が南太平洋のビキニ環礁で行われた

アメリカの水爆実験により被ばくした 「 「 「 「ビキニビキニビキニビキニ事件」、事件」、事件」、事件」、その４年後の１９５８年７月、同

じくアメリカの水爆実験により太平洋上で海上保安庁海上保安庁海上保安庁海上保安庁のののの測定測定測定測定船「拓洋」船「拓洋」船「拓洋」船「拓洋」とととと巡視船巡視船巡視船巡視船 「 「 「 「さつさつさつさつ

まままま」の」の」の」の乗員１１３名乗員１１３名乗員１１３名乗員１１３名がががが被被被被ばくしたばくしたばくしたばくした事件事件事件事件で、当時当時当時当時被被被被ばくばくばくばく線量線量線量線量はははは「「「「微量微量微量微量」」」」であるとしかであるとしかであるとしかであるとしか報道報道報道報道されませんされませんされませんされませんでした。 

１年後 「拓洋」の機関士だった永野博吉永野博吉永野博吉永野博吉さん（さん（さん（さん（当時３４歳）当時３４歳）当時３４歳）当時３４歳）はははは急性骨髄性白血病急性骨髄性白血病急性骨髄性白血病急性骨髄性白血病でででで若若若若いいいい命命命命をををを落落落落とされましたとされましたとされましたとされました。当時、

国国国国はははは永野永野永野永野さんのさんのさんのさんの被被被被ばくばくばくばく線量線量線量線量は「は「は「は「微量」微量」微量」微量」で、で、で、で、白血病白血病白血病白血病とととと被被被被ばくを「ばくを「ばくを「ばくを「直接関連付直接関連付直接関連付直接関連付けることはけることはけることはけることは困難」困難」困難」困難」とととと結論結論結論結論付けて、それから

６５年、妻６５年、妻６５年、妻６５年、妻のののの永野澄子永野澄子永野澄子永野澄子さん（９３さん（９３さん（９３さん（９３歳）歳）歳）歳）はははは事件事件事件事件のののの実態実態実態実態をををを誰誰誰誰からもからもからもからも知知知知らされないままらされないままらされないままらされないまま過過過過ごしごしごしごしてきました。NHKNHKNHKNHK 取材班取材班取材班取材班は、一

年かけてこの封じられた被ばくに関する日米日米日米日米のののの公開機密文書公開機密文書公開機密文書公開機密文書やややや乗員乗員乗員乗員のののの証言証言証言証言をををを集集集集め、め、め、め、分析分析分析分析しました。   

永野澄子さんの証言です。「とにかく、秘密、秘密秘密、秘密秘密、秘密秘密、秘密、、、、秘密秘密秘密秘密でででで、、、、口止口止口止口止めされためされためされためされたことは覚えています。 『 『 『 『日本日本日本日本のののの国国国国だけのだけのだけのだけの問問問問

題題題題じゃなくて、じゃなくて、じゃなくて、じゃなくて、アメリカアメリカアメリカアメリカもももも絡絡絡絡んでいるから』んでいるから』んでいるから』んでいるから』って言われ、悔しかった。」取材・分析の結果、当時日米両政府日米両政府日米両政府日米両政府がががが核実験核実験核実験核実験

によるによるによるによる被被被被ばくのばくのばくのばくの実態実態実態実態をををを把握把握把握把握しながらしながらしながらしながら 1960196019601960 年年年年のののの日米安保条約改定日米安保条約改定日米安保条約改定日米安保条約改定のののの直前直前直前直前とあって、とあって、とあって、とあって、水面下水面下水面下水面下でででで封封封封じじじじたたたた事実事実事実事実がががが明明明明らかにならかにならかにならかにな

りりりりました。日本政府はアメリカの核実験を容認し、核抑止力の傘のもと、核エネルギーに依存する経済や暮らしに踏

み出していきました。長長長長いいいい間、政府間、政府間、政府間、政府にそのにそのにそのにその事実事実事実事実をををを封封封封じられてきたじられてきたじられてきたじられてきた被被被被ばくばくばくばく事件事件事件事件があったのです。そのそのそのその犠牲者犠牲者犠牲者犠牲者はははは平塚市平塚市平塚市平塚市に！に！に！に！ 

第第第第 4444 のののの被被被被ばくがばくがばくがばくが報道報道報道報道されていたらされていたらされていたらされていたら 60606060 年日米安保改定年日米安保改定年日米安保改定年日米安保改定はできはできはできはできず、ず、ず、ず、戦後日本戦後日本戦後日本戦後日本ははははアメリカアメリカアメリカアメリカ下下下下のののの属国属国属国属国のののの様様様様ににににならなかったならなかったならなかったならなかった

のでしょうか？「「「「核核核核とととと放射能」放射能」放射能」放射能」はははは政府政府政府政府がががが国民国民国民国民にににに真実真実真実真実をををを隠隠隠隠さなければさなければさなければさなければ遂行遂行遂行遂行できなできなできなできないいいいのです。今今今今福島福島福島福島でででで４００４００４００４００人人人人もももも子子子子どもどもどもども

甲状腺甲状腺甲状腺甲状腺がんがんがんがん患者患者患者患者がががが出出出出てもてもてもても 「 「 「 「放射能放射能放射能放射能ととととのののの因果因果因果因果性性性性ははははない」とない」とない」とない」と子子子子どもどもどもども甲状腺甲状腺甲状腺甲状腺がんがんがんがん裁判裁判裁判裁判でででで言言言言いいいい続続続続けるけるけるける政府政府政府政府もももも同同同同じじじじです。 （文責小嶋） 


